
いちごドリルプリント

慣用句(中級)プリント 月 日 名前

問1 「太鼓判を押す」を正しく使っている文はどれですか？
1. 書類の端に太鼓判を押して提出す
る。

2. 太鼓判を押して楽器の修理を依頼し
た。

3. この製品の品質には私が太鼓判を押
す。

4. 祭りの準備で太鼓判を押して音を鳴
らす。

問2 「手に余る」の意味はどれですか？
1. 自分の力で何とか解決できる 2. 自分の仕事が多すぎて忙しい 3. 自分の持っている物があふれる 4. 自分の力では処理しきれない

問3 「背を向ける」の意味はどれですか？
1. 後ろを振り返って、相手の顔を見な
いようにする

2. 関心を示さなくなったり、協力や支
持をやめたりする

3. 困難な状況から逃げ出して、あきら
める

4. 自分の失敗を隠すために、人から隠
れる

問4 「蛇の道は蛇」を正しく使っている文はどれですか？

1. 蛇の道は蛇だから、蛇が通った跡を
たどれば巣が見つかるだろう。

2. プロのカメラマンは、良い撮影スポ
ットをよく知っている。まさに蛇の道
は蛇だ。

3. 蛇の道は蛇というから、この山道に
は必ず蛇がいるはずだ。

4. 蛇の道は蛇なので、蛇の飼い方につ
いて蛇に聞いてみることにした。

問5 明日のテストが不安だが、（　）苦労かもしれない。（　）に入る言葉はどれですか？
1. 取り越し 2. 見越し 3. 引き越し 4. 追い越し

問6 美しい景色に（　）を奪われた。（　）に入る言葉はどれですか？
1. 手 2. 心 3. 目 4. 耳

問7 親の（　）を盗んで遊びに行く。（　）に入る言葉はどれですか？
1. 目 2. 鼻 3. 耳 4. 手

問8 「口裏を合わせる」の意味はどれですか？
1. 相手の言ったことをそのまま繰り返
す

2. 二人で同時に同じ言葉を話す 3. 前もって相談し、言う内容を一致さ
せる

4. 相手の意見に合わせて自分の意見を
変える

問9 「心に刻む」の意味はどれですか？
1. 心に浮かんだことをそのまま言葉に
する

2. 忘れまいとして、深く記憶にとどめ
る

3. 心の中に強い怒りや恨みを抱き続け
る

4. 心に決めたことを誰にも言わずに隠
す

問10 「手がかかる」を正しく使っている文はどれですか？
1. 重い荷物なので、手がかかって運
ぶ。

2. 手がかかるので、手袋をはめて作業
した。

3. この機械は修理にとても手がかか
る。

4. 手がかかる料理を食べて、お腹がい
っぱいだ。

問11 「胸が騒ぐ」を正しく使っている文はどれですか？

1. 胸が騒ぐので病院で検査を受けた。 2. コンサート会場で音楽が鳴り響き胸
が騒ぐ。

3. 暗い夜道で後ろから足音がして胸が
騒ぐ。

4. 胸が騒ぐほど激しい運動をした。

問12 「閑古鳥が鳴く」を正しく使っている文はどれですか？
1. 閑古鳥が鳴くほど、この店は毎日大
行列ができている。

2. 駅前の商店街は、最近客足が遠のき
閑古鳥が鳴いている。

3. 朝早くから閑古鳥が鳴いて、近所迷
惑になっている。

4. 森の中で閑古鳥が鳴く声を聞きなが
ら散歩をした。

問13 そのニュースを（　）に入れた。（　）に入る言葉はどれですか？
1. 目 2. 耳 3. 口 4. 鼻

問14 「顔をつなぐ」の意味はどれですか？
1. 知人との関係を保つために、時々会
ったり連絡をとったりする

2. 相手の面目を失わせるようなことを
して恥をかかせる

3. 多くの人と知り合いになって広い人
脈を築き上げる

4. 大勢の人の前で自分の存在をアピー
ルして有名になる

問15 「胸に秘める」の意味はどれですか？
1. 心の中にしまっておいて、人には言
わない

2. 自分の気持ちを正直にすべて打ち明
ける

3. 大切なものを胸のポケットに隠し持
つ

4. 胸の中に強い怒りや恨みを抱き続け
る

問16 「焼け石に水」を正しく使っている文はどれですか？
1. 多額の赤字に少額の寄付では、焼け
石に水だ。

2. 焼け石に水をかけて、石を冷まそう
とした。

3. 焼け石に水を入れると、蒸気がたく
さん出た。

4. 焼け石に水をかけて、料理を温め
た。

問17 「心を鬼にする」の意味はどれですか？
1. 怒りで理性を失い、乱暴な行動をと
る

2. 相手のためを思って、あえて厳しく
接する 3. 恐ろしい顔をして相手を威嚇する

4. 自分の感情を抑えて、冷酷な人間に
なる
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答え合わせ・解説

問1 答え 3
この製品の品質には私が太鼓判を押す。

「太鼓判を押す」の正しい使い方は「この製品の品質には私が太鼓判を押す。」です。 意
味は「間違いがないと保証する」です。

問2 答え 4
自分の力では処理しきれない

「手に余る」は「自分の力では処理しきれない」という意味です。

問3 答え 2
関心を示さなくなったり、協力や支持をやめた
りする

「背を向ける」は「関心を示さなくなったり、協力や支持をやめたりする」という意味で
す。

問4 答え 2
プロのカメラマンは、良い撮影スポットをよく
知っている。まさに蛇の道は蛇だ。

「蛇の道は蛇」の正しい使い方は「プロのカメラマンは、良い撮影スポットをよく知ってい
る。まさに蛇の道は蛇だ。」です。 意味は「その道に通じている者は、その方面の事情に
精通しているものだ」です。

問5 答え 1
取り越し

「取り越し苦労」の「取り越し」の部分が入ります。 意味は「まだ起こっていないことに
対してあれこれと心配すること」です。

問6 答え 2
心

「心を奪われる」の「心」の部分が入ります。 意味は「あるものに強くひきつけられ、夢
中になる」です。

問7 答え 1
目

「目を盗む」の「目」の部分が入ります。 意味は「人の見ていない隙にこっそりするこ
と」です。

問8 答え 3
前もって相談し、言う内容を一致させる

「口裏を合わせる」は「前もって相談し、言う内容を一致させる」という意味です。

問9 答え 2
忘れまいとして、深く記憶にとどめる

「心に刻む」は「忘れまいとして、深く記憶にとどめる」という意味です。

問10 答え 3
この機械は修理にとても手がかかる。

「手がかかる」の正しい使い方は「この機械は修理にとても手がかかる。」です。 意味は
「世話や処理に手間や時間がかかる」です。

問11 答え 3
暗い夜道で後ろから足音がして胸が騒ぐ。

「胸が騒ぐ」の正しい使い方は「暗い夜道で後ろから足音がして胸が騒ぐ。」です。 意味
は「悪い予感がして落ち着かない」です。

問12 答え 2
駅前の商店街は、最近客足が遠のき閑古鳥が鳴
いている。

「閑古鳥が鳴く」の正しい使い方は「駅前の商店街は、最近客足が遠のき閑古鳥が鳴いてい
る。」です。 意味は「客が来ず、商売がひっそりとしていて寂しい様子だ」です。

問13 答え 2
耳

「耳に入れる」の「耳」の部分が入ります。 意味は「情報を聞いたり、知らせたりする」
です。

問14 答え 1
知人との関係を保つために、時々会ったり連絡
をとったりする

「顔をつなぐ」は「知人との関係を保つために、時々会ったり連絡をとったりする」という
意味です。

問15 答え 1
心の中にしまっておいて、人には言わない

「胸に秘める」は「心の中にしまっておいて、人には言わない」という意味です。

問16 答え 1
多額の赤字に少額の寄付では、焼け石に水だ。

「焼け石に水」の正しい使い方は「多額の赤字に少額の寄付では、焼け石に水だ。」です。
意味は「わずかな努力や援助では効果がほとんどないこと」です。

問17 答え 2
相手のためを思って、あえて厳しく接する

「心を鬼にする」は「相手のためを思って、あえて厳しく接する」という意味です。


